
ま
だ
ま
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
区
や
自
治
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た

地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
や
む
な
く

中
止
、
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
文
化
祭
の
開
催
の
有
無
を
検
討

す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
当
協

議
会
が
全
地
域
の
区
・
自
治
会
に
対
し
開

催
の
意
向
を
調
査
い
た
し
ま
す
。
調
査
結

果
は
８
月
発
行
の
「
高
島
地
域
住
民
自
治

協
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
住
民
の
皆
様
が
知
り
た
い
情
報

な
ど
は
、
積
極
的
に
収
集
し
必
要
と
さ
れ

る
方
々
に
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発行:令和4年8月1日 / 発行:高島地域住民自治協議会（発行責任者 会長 加藤幸江）

高島地域 住民自治協議会 だより【No.５】たかしま

８月の予定表

サポートリングたかしま 高島地域住民自治協議会

事 務 所：高島市勝野６７０番地 高島公民館２Ｆ

開 館 日：日・月・火・水・木・金・土 （お休みは予定表をご覧ください）

相談時間：１０時～１３時（相談員が待機しております）

開館時間：０９時～１６時（パソコン入力などのお手伝いをします）

☎：090-2115-9055（お越しの際は、まずはお電話下さい）

メール：takashima.juminzichikyou@gmail.com

相談員

1 月 お休み

2 火 お休み

3 水 川島 清治

4 木 清水 良恵

5 金 竹中 寛

6 土 中村眞奈美

7 日 林 勝

8 月 お休み

9 火 お休み

10 水 仁賀 定夫

11 木 山の日 廣坂 吉憲

12 金 お休み

13 土 水谷 裕之

14 日 山田 善嗣

15 月 お休み

16 火 お休み

17 水 藪内キヨ子

18 木 横田 久夫

19 金 井上 修三

20 土 河毛 悦男

21 日 中村眞奈美

22 月 お休み

23 火 お休み

24 水 川島 清治

25 木 清水 良恵

26 金 竹中 寛

27 土 仁賀 定夫

28 日 林 勝

29 月 お休み

30 火 お休み

31 水 加藤 幸江

「サポートリングたかしま」は、
まちづくりの交流拠点となることを目指しています！

近
年
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
希
薄
に
な
り
、
地
域
に

よ
っ
て
は
、
近
所
ど
う
し
で
も
挨
拶
し
な

い
、
隣
に
住
ん
で
い
る
人
も
よ
く
知
ら
な

い
、
と
い
う
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
町
内
会
・
自
治
会
の

加
入
率
も
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
区
や
自
治
会
は
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
大
き
な
災
害
等
の
非
常
時
の
助

け
合
い
や
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り

な
ど
、
地
域
の
防
災
・
防
犯
対
策
に
は
、

地
域
を
中
心
に
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
サ
ポ
ー
ト
リ
ン
グ
た
か
し
ま
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
方
や
市
民
グ
ル
ー
プ

が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
つ
な
が
り
、
交
流

で
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
自
然
に
生
ま
れ

る
よ
う
な
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
既
に
い
く
つ
か

の
区
・
自
治
会
か
ら
活
動
に
つ
い
て
の
ご

相
談
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
区
や
自
治
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た

７月より高島地域住民自治協
議会でお仕事をさせていただくこと
になった藤野です。

高島地域の皆さんのお力にな
れるようサポートして参りますので、
お気軽にご相談ください。

趣味は旅行、美味しいお店巡
り、音楽鑑賞など。

ゆるゆるっと韓国語勉強中。

新旭在住。

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介

藤
野

清
子
さ
ん

当たり前だった行事を普通にやりたい

パソコンが苦手な役員さんに朗報♪

８月３日より区・自治会配布文書類のパソコ
ン入力のお手伝いができることになりました。

手書き文書をお持ちいただければ、サポート
リングのスタッフが、ワード・エクセルを駆使して
きれいに仕上げます。 もちろん無料です♬



今
年
三
月
に
、
「
畑
の
棚
田
」
と
「鵜
川
の
棚
田
」
が

農
林
水
産
省
か
ら
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と

の
誇
り
を
未
来
へ
～
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

棚
田
に
は
、
日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
る
美
し
い

景
観
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
の
ダ
ム
と
も

言
わ
れ
る
様
に
水
を
蓄
え
る
力
が
あ
る
他
、
多
様
な

生
物
が
住
ん
で
い
る
な
ど
多
く
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
農
作
業
に
労
力
が
か
か
り
、

担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
も
あ
っ
て
年
々
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
る
の
も
現
実
の
姿
で
す
。

そ
ん
な
中
、
「
畑
の
棚
田
」
は
平
成
十
一
年
に
滋
賀

県
内
で
唯
一
『
日
本
の
棚
田
百
選
』
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
「
鵜
川
の
棚
田
」
と
と
も
に
高
島

市
か
ら
二
地
区
が
選
ば
れ
、
こ
れ
は
高
島
地
域
の
環

境
や
景
観
の
保
全
努
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
畑
の
棚
田
」
は
最
上
部
と
最
下
部
の
棚
田
の
標

高
差
が
百
ｍ
も
あ
り
高
低
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と

が
特
徴
で
す
が
、
一
方
「鵜
川
の
棚
田
」は
横
方
向
（南

北
方
向
）
に
大
き
く
広
が
っ
て
お
り
、
琵
琶
湖
や
湖
西

線
を
走
る
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
も
視
野
に
入
り
雄
大
な

景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
棚
田
は
、
市
内
外
の
多
く
の

方
々
に
そ
の
魅
力
を
是
非
と
も
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
高
島
地
域
の
ベ
ス
ト
景
観
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

つなぐ棚田遺産 ～ ふるさとの誇りを未来へ ～

サポートリング たかしま 高島地域住民自治協議会 ☎ 090-2115-9055

高島地域
の

「
畑
の
棚
田
」
と
「
鵜
川
の
棚
田
」

注：今年の１０月１日、２日には、「第27回全国棚田（千枚田）サミット」が高島市で開催されます。

晩春彩る風物詩
高島地域の勝野北端、国道161号線を東西から

挟むように新町はあります。ここに43戸158人の
住民が暮らしています（7月1日現在）。

その一人ひとりが町内でのそれぞれの役割を担
いながら、元旦の御日待祭、夏の地蔵盆、秋の文
化祭、また有志の会など様々な行事を通じて交
流・協力し合い、住民同士の繋がりをとても大切
にしています。

鵜川の棚田

畑の棚田

そんな新町最大の行事が、毎年５月３日（宵宮
祭）、４日（本祭）に湊・巴・宝・竜の各組とと
もに曳山巡行を行う日吉神社の大溝祭です（令和
２年～４年の曳山巡行はコロナ禍により中止）。

因みに、大溝祭の際は「新町」という呼び名で
はなく、山組町（曳山を持つ地区）名から「勇組
（いさみぐみ）」または「勇（いさみ）」と呼ば
れます。

祭りに向けての神事・準備に並行して、３月下
旬から囃子方の稽古が始まります。中老・世話方
の指導の下、小中学生（平成２８年から女子もお
囃子に参加）

囃子に参加）がお囃子の稽古をしますが、ここで
は挨拶の仕方からお茶の出し方まで、子ども達が
地区の一員としての礼儀や作法を学んでいく場と
もなっています。

新町の春はこのお囃子の音とともに訪れます。
そして、桜花から若葉へと季節が移るに連れ、そ
の音も強く大きくなっていきます。

祭り当日、今は遠くに住んでいる者も帰省して
旧交を温め、お年寄り達も嬉しそうに巡行を見守
ります。子ども達、若者らの賑やかな声とお囃子
の音が新緑に広がります。

新町、そして大溝の晩春を彩る風物詩です。

（文章 久保田広志）

新町自治会紹介


